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てほしいなどの依頼がくることも

あった。

　2022年2月、黒竹さんは協力

隊の任期満了直前に個人事業主

となった。青森市広報番組の配

信動画編集やイベントやドロー

ン撮影といった映像の仕事のほ

か、一般企業からのデジタルを活

用する相談が徐々に増えている。

2022 年 4月からは青森市移住

黒竹さんの住居兼作業
場。空き家を格安で借り
ることができたが、後に
なって遠い親戚の家だっ
たことが分かったという

コーディネーターに任命され、移

住体験者のアテンドを行いながら

ラジオやケーブルテレビで移住の

魅力を伝えるなど、黒竹さんので

きることが仕事となった。

　「青森は、新しく生まれた業種

でのライバルが首都圏に比べて少

ない。開拓する楽しさがあり、自

分がすでに持っているもので創業

できる場合もある。大企業へ食

い込むのは難しくとも、個人事業

主で複業という形はとりやすいの

ではないか」

黒竹さんの創業まで

2018 年 7 月
東京の移住相談会へ

2019 年 4 月
協力隊として青森市浪岡へ

2019 年 11 月
スタートアップに興味

2022 年 2 月
Little Gadget Lab 創業

4 月
移住コーディネーター活動開始

支援機関担当からの一言

地域おこし協力隊として事前に
地域との関係性を作り、地域の
ビジネス事情を把握できたこと
で、黒竹さんはスムーズに創業
することができました。移住前
から現地ニーズを調べること。
ポイントを押さえたお手本のよう
な移住創業です。

インフォメーション

Little Gadget Lab
littlegadget.lab96@gmail.com

　今後は ICT 機材に触れて体験

できるようなコワーキングスペー

スを作ってみたいと考えている黒

竹さん。活動の幅は今後も広がっ

ていくようだ。

黒竹さんの青森ライフ
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くわしくは動画をチエック！！

青森で創業し
再スタート

友人たちとBBQ！！

　青森市浪岡地区の地域おこし

協力隊として2019 年に移住した

黒竹健司さん。母親が青森市出

身で、母親から郷里へ移住した

いという話が持ち上がり、一足先

に黒竹さんが青森市に移り住ん

だ。移住前は千葉の大手自動車

ディーラーでエンジニアをしてい

たが、田舎暮らしには憧れがあり、

転職を考えていたという。母親の

話を受けて東京の移住相談会に

通っていたが、条件に合う求人が

見つからず、協力隊の募集が道

を開いてくれた。協力隊の活動内

容は地域 PR。今までの仕事とは

違うジャンルだったが、黒竹さん

は挑戦しようと移住を決めた。

　協力隊として活動を続ける中

で、市役所の担当課長からリノ

ベーションスクールを勧められる。

リノベーションスクールとはビジネ

スプランを持ち寄り、さまざまな

業種の参加者たちとアイデアをブ

ラッシュアップしていく学びの場。

「なんの気なしに参加したものの、

まじめに事業計画を立てることに

なってしまった」と笑う黒竹さん。

移住1年目で創業に興味を持ち、

青森商工会議所が主催するス

タートアップセミナーにも顔を出す

ようになった。

　「自分で創業して生きる彼らが

輝いて見えた」

　創業するつもりなどなかった

が、講師としてやってくる現役創

業者たちの姿勢に触れ、考えは

変わっていった。

　さらに移住 2年目に発生した

新型コロナウイルスの影響で協力

隊の活動ができなくなったことが

決定づけた。移住希望者に青森

の魅力を直接伝えることができな

くなった事態に、黒竹さんは本格

的に映像制作に取り組むことを

考えた。

　市役所の常駐スペースにデスク

トップパソコンを設置して映像を

編集・発信。ドローン撮影ができ

ると知った他部署から、桜を撮っ

就職以外も視野に
多業も選択肢のひとつ。
自動車ディーラーのエンジニアから青森市浪岡地区の地域おこし協力隊へ。
コロナ禍での活動から創業を決意し、現在も青森で活動する黒竹さんを追った。

Case 03 

黒竹 健司さん
Little Gadget Lab

（情報通信）
2022 年 2 月創業

I ターンI ターン
千葉県→青森市

母のふるさと青森へ

創業を
意識しはじめる


